
～Vol.148 あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

急ぎの郵便物があったので、夜遅い時間帯に駅前のポストまで歩いていると、スズムシの合唱を今年初めて聞

きました。日中の猛暑、熱帯夜が続いていたあの夏も終わり、今月初めから、秋の訪れを実感しています。涼し

くなって、体調も少し楽に感じるのは歳のせいかもしれませんね。皆様、お元気でしょうか。院長の喜多です。 

現在、コロナ禍も３年目、第７波の感染拡大の中にありますが、日々、感染しないように、発熱や咳、肺炎な

どの症状を発症しないよう気をつけながら生活しています。このコロナ感染症の症状で一番気になるのは、肺炎

を起こして、重篤化して命を落とすことです。特に、日頃から誤嚥性肺炎になりやすい高齢者の方や、過去に肺

がんや COPD（慢性閉塞性肺疾患）の既往がある方（呼吸器に基礎疾患のある方）では、コロナ感染症の重篤

化のリスクが高く、死亡率が高くなるという報告があります。皆さんは、この COPDをご存知でしょうか？ 

COPD は、世界の死亡原因の第４位の、慢性気管支炎や肺気腫などの総称で、９割以上の方が喫煙者である

ことから、別名「たばこ病」とも呼ばれています。たばこの煙の有害物質（ニコチン・タール・一酸化炭素など）

を長期間にわたり吸い込むことによって、気管が細くなり、肺に炎症が起き、気道が傷ついたり、さらには肺胞

が破壊されたりすることで、呼吸がしにくくなります（呼吸不全）。一度壊れた肺胞は元に戻らないため、呼吸

の苦しさはずっと続くことになります。喫煙経験があって途中で禁煙できたとしても、加齢にともない、呼吸が

苦しくなる COPDの症状が出るそうです。（階段を昇る時など）運動時の息切れや、長引く咳や痰、ヒューヒュ

ー、ゼイゼイなどの呼吸音も代表的な症状です。進行すると安静時にも常に息苦しい状態が続き、24時間、在

宅酸素療法（自宅では酸素供給装置、外出時には酸素ボンベの利用）を続けなければいけない方もあります。 

統計によると、野洲市の男性の COPDによる死亡率は、全国平均より約 26％高い数値にありました。また、

野洲市の男性の喫煙率は約 3５％で、滋賀県男子の平均値（約 28％）より高い数値でした（平成 27年）。 

高齢になっても、健康で活動的な生活を送って頂くために、当院でも喫煙者の方を対象に、COPD について

解説致しますので、ご興味のある方は、是非、院長までお知らせください。禁煙外来の医院もご紹介致します。 

きた歯科だより
発行/ きた歯科医院  〒520－2331 野洲市小篠原 2215  ☎077-588-5885 

ホームページ httpｓ ://www.kita-dental.jp  Ｅメール info＠kita-dental.jp

 



 

  



 

  



 


